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AWS INNOVATE 2020 オンラインカンファレンス 

「S-5: ⼗分にデータを活⽤出来ていますか？様々なビジネス分析を実
現するAWSのクラウド分析基盤の構成パターンのご紹介」のクイズお
よび解答 
AWS INNOVATE 2020のセッションの視聴およびアンケートにご記⼊頂きありがとうございます。本資
料が「様々なビジネス分析を実現するAWSのクラウド分析基盤の構成パターンのご紹介」で出題された
クイズの解答になります。 

問題︓機械学習ベースで時系列データを予測する分析基盤を構築する場合、どのようなAWSの 

サービスの選択肢があるかを列挙してください。 

本セッションで紹介したもの、紹介していないものでも思いつくものをリストしてください。 

解答例: AWSのAI/機械学習関連のサービスは⼤きく以下の３層の内部にマッピングされています。 

 

上のスタックから順番に機械学習ベースの値の予測（Forecast）分析機能を実現する⼿法を⾒ていきた
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いと思います。 

AIサービス︓本セッションでもご紹介した「Amazon Forecast」と呼ばれる AutoML を実現するサ

ービスで予測分析が可能です。関連するデータを投⼊するだけで、Amazon Forecastが⾃動で機械学習

のトレーニング（学習）を実施し、ベストなアルゴリズムを⾃動で選択してくれます。そして、ベスト

なアルゴリズムのモデルのプライベートなAPIを⽣成します。 

 

MLサービス︓本セッションでもご紹介した「Amazon SageMaker」で機械学習モデルを開発し、 

学習、推論する予測分析（Forecast）モデルを含めた様々な機械学習モデルを構築することが可能な 

フルマネージドなサービスです。Amazon SageMaker は、Jupyter Notebookで開発し、学習、推論

をコンテナで素早く構築が可能で、利⽤者は機械学習をするためのインフラ管理を意識することなく、

機械学習の開発・実⾏サイクルを迅速に回すことが可能です。 
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また昨年の re:Invent 2019で発表された Amazon SageMaker で、AutoMLを実現する Amazon 

SageMaker Autopilot がリリースされております。SageMaker Autopilot は、２次元の表形式のデー

タを読み込むだけで、予測分析（回帰分析）、またはカテゴリ分類の学習を⾃動で実⾏し、最適なモデ

ルを選択します。そして、ワンクリックで、そのモデルを直接デプロイすることが可能です。 

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/amazon-sagemaker-autopilot-fully-managed-

automatic-machine-learning/ 

Amazon SageMaker Autopilot 
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MLフレームワークとインフラストラクチャ︓最後のレイヤは、深層学習⽤のEC2のAMIによる機械学習

環境になります。このAMIで構築されるEC２インスタンスには、TensorFlow, PyTorch, Apache 

MXNet, Chainer, Gluon, Horovod, Kerasといった⼀般的な深層学習フレームワークとインターフェー

スが事前にインストールされています。これによって、迅速に機械学習／深層学習⽤EC２インスタンス

を構築することが可能です。 

https://aws.amazon.com/jp/machine-learning/amis/ 

その他︓本セッションでもご紹介した Amazon QuickSight の MLインサイトと呼ばれる機能の予測分

析（Forecast）で実現が可能です。以下の図の⽔⾊線の履歴データを元にオレンジ⾊の部分で予測値範

囲を⽰す機能です。また本機能には予測値のシミュレーションを⾏う What-if 分析機能も合わせてご利

⽤可能です。（QuickSight Enterprise Editionでご利⽤可能です） 

 

また QuickSight と SageMaker で⽣成した予測分析モデルを連携する機能が現在プレビューとして提

供されています（2020年2⽉14⽇現在）。この新機能は、欧州⻄部 (アイルランド)、⽶国東部 (バージ

ニア北部) 、⽶国東部 (オハイオ) のプレビューでご利⽤いただけます。

https://aws.amazon.com/jp/about-aws/whats-new/2019/11/add-ml-predictions-using-

amazon-sagemaker-models-amazon-quicksight/ 


